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 財団法人環境科学技術研究所においては、調査研究活動の効率化及び活性化を図るこ

とを目的として、調査研究課題について、外部の評価者による評価を実施しています。

今般、「微量元素葉面挙動調査」の事前評価を行いました。その概要は以下の通りです。 
 
１．「微量元素葉面挙動調査」に関する調査研究の概要 
 ① 調査研究内容 
     作物葉面に沈着した放射性核種について、降水や風等の気象現象によって葉

面から除去される（ウェザリング）速度、葉面から吸収される速度、及び吸収

後に作物内の他の部位へ転流する速度を明らかにする。 

② 調査研究期間 
平成 18 年度～平成 22 年度（5 年間） 

③ 調査研究の目標と計画 
  大型再処理施設から放出される放射性核種の作物葉面におけるウェザリング、

葉面吸収及び転流という挙動を調べ、地域特性に即した現実的な被ばく線量の

評価に反映させることを目標としている。 

  人工気象設備を用いた室内実験により、セシウム、ストロンチウム、ヨウ素

の安定元素を含む人工エアロゾルを実験作物に暴露し、異なる気象条件（風速、

湿度、降水強度、霧水量、霧粒径等）における各元素のウェザリング、葉面吸

収及び転流の速度を求める。実験作物は、六ヶ所村における主要農作物である

根菜類の中から選定し、固形培地（ガラスビーズ）耕で栽培する。 

 

２．評価の概要 
 ① 評価の種類  事前評価 
② 評価実施期日 平成 18 年 8 月 11 日 
③ 評価結果    

1) 現在計画されている栽培方法と土壌を使用した栽培方法との違いによる作物

の生理条件に与える影響を考慮し、実験作物の栽培条件を決定する必要がある。 
2) 根菜類における葉面からの放射性核種等の移行（ウェザリング、葉面吸収及び

転流）に関連する過去の知見を参考に、予め安定元素の移行について予測・評

価しておくことが望ましい。また、それらの移行に関する最新の情報を入手し、



調査に反映されることを望む。 
 
３．評価に対する対処方針 

1) 本調査における栽培方法は、調査目的遂行上、元素等の経根吸収を出来る限り

排除することを考慮して、固形培地（ガラスビーズ）耕としている。また、本

栽培法は、実験条件を統一するためにも有用な方法である。栽培方法の違い（土

耕栽培と固形培地耕栽培）による作物の生理条件に与える影響については、別

途検討する。 
2) 根菜類を対象とした放射性核種等のウェザリング、葉面吸収及び転流に関する

過去の知見をもとに、本調査における対象元素の移行について予測・評価し、

更に最新の文献等を入手し、調査に反映する。 
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５．研究評価に対する問合せ先 
財団法人 環境科学技術研究所 広報・研究情報室 

     担当 石川敏夫 
       電話 0175-71-1200（代表） 
       FAX 0175-71-1270 


